
『
泉
州
開
元
寺
志
』

の
招
慶
省
僚
の
伝

に

つ
い
て

(
石

井
)

『泉

州
開
元
寺

志
』
の
招
慶
省

燈

の
伝

に

つ
い
て石

井

修

道

今
世
紀
初
頭
に
高
麗
版
大
蔵
経
の
蔵
外
補
版

と
し
て
、
『
祖
堂
集
』

二
〇
巻
が
発
見
さ
れ
た
。

こ
の
発
見
は
、
そ
の
後

の
禅
宗
史
の
研
究
に

大
き
な
展
開
を
齎
し
た
。
『祖
堂
集
』
は

「序
文
」
等

に
よ

れ
ば
、

五

代
南
唐
の
保
大

一
〇
年

(九
五
二
)
に
、
泉
州
招
慶
院

に
い
た
静

・
箔

二
禅
徳
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
時
の
寺
主
は
招
慶
省
燈
で
あ

っ
た
と
い

う
。
静

・
笏
二
禅
徳
に
つ
い
て
は
、
全
く
不
明

で
あ
る
が
、
招
慶
省
燈

は
、
「
序
文
」
の
撰
者
で
あ
り
、
『
祖
堂
集
』
の
い
わ

ば
監
修
者

で
あ

り
、
『
祖
堂
集
』
の
構
成

に
影
響

を
与

え
た

『
泉
州
千
仏
新
著
諸
祖
師

頚
』
の
撰
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
『
祖
堂
集
』
巻

二
二
に
は
、
福

先
招
慶
和
尚
と
し
て
立
伝
さ
れ
、
雪
峰
義
存

(
八
二
ニ
ー
九
〇
八
)
下
の

保
福
従
展

(?
1
九
二
八
)
に
嗣
法
し
た
人
で
あ
る
が
、
『祖
堂
集
』
の

行
状
が
あ
ま
り
に
簡
単
な
た
め
に
、
現
在
と
な
っ
て
は
読
み
と
れ
な
く

な
っ
た
箇
所
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
祖
堂
集
』
に
つ
い
て
は
、
『祖
堂
集
索
引
』
三
冊

(京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
刊
、
一
九
八
○
年
三
月
-
一
九
八
四
年
二
月
)
を
編
集
出
版
さ

れ
た
柳
田
聖
山
教
授
が
、
数
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
、
招
慶
省
澄
に
つ

い
て
も
、
特

に

「『祖
堂
集
』
の
資
料
価
値
8
」

(『
禅
学
研
究
』
第
四
四

号
、
昭
和
二
八
年
一
〇
月
)
で
、
八
九
四
ー
九
六
六
年
を
含
む
八
○
歳

に

近
い

一
生
と
し
て
推
定
し
、
当
時
の
泉
州
を
中
心
と
す
る
社
会
状
況
を

詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
後
に
紹
介
す
る

『泉

州
開
元
寺
志
』
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
示
寂
年
次
の
開
宝
五
年

(九
七
二
)
か
ら
考
え

て
も
、

そ
の
年
代
推
定
は
き
わ
め
て
近
似
の
数
字

で
あ

っ
た
と
評
価
す
べ
き
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

椎
名
宏
雄
氏
は
、
「
『祖
堂
集
』
の
編
成
」

(『宗
学
研
究
』
第
二
一
号
、
昭
和
五
四
年
三
月
)
で
、
『
泉
州
府
志
』
等

に

よ
り
柳
田
説
を
補

い
、
千
仏
院

(白
蓮
道
場
)
に

一
〇
年
住
持
し
た

こ

と
を
指
摘
さ
れ
た
。

し
か
し
、
細
か
な
点
に
な
る
と
不
明
の
部
分

も
多

く
、
『
祖
堂
集
』

の
成
立
事
情

の
解
明
と
も
か
ら
む
た
め
に
、
よ
り
明
確
な
招
慶
省
燈
の

行
状
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

今
回
、
新
た
に
紹
介

す

る

『
泉
州
開
元
寺
志
』
(以
下

『
寺
志
』
と
略

称
す
)
は
、
永
覚
元
賢

(
一
五
七
八
ー

一
六
五
七
)
が
、
崇
禎

一
六

(
一
六

四
三
)
に
編
集

し
た
も

の
で
、
「
中
国
仏
寺
史
彙
刊
」
第
二
輯
第
八
冊

-270-



(明
文
書
局
印
行
、
一
九
八
○
年
二
月
)
に
所
収
さ
れ

て
い
る
も

の
で
あ

る
。
そ
の
中

の
省
燈
伝
は
、
わ
ず
か

一
九
三
字
に
す
ぎ
ず
、
示
寂
の
年

が
明
確
な
る
反
面
、
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
も

生
じ
て
く

る
。
筆
者
は
、
『祖
堂
集
』

の
行
状
の
箇
所
は
現
在
で
こ
そ
読

み
と
れ

な
い
が
、
簡
潔
な
中
に
も
省
澄

の
行
状
が
予
想
外
に
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
と
す
る
立
場
を
取
り
た
い
。
因

っ
て
、
ま
ず
、
『
祖
堂
集
』
と
『
寺

志
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
を
対
照
し
て
、
さ
ら
に
訓
読
を
加
え
て
紹
介
す

る
こ
と
に
し
よ
う
。

福
先
招
慶
和
尚
。
嗣
保
福
。
在
泉

州
。
師
諦
省
澄
。
泉
州
仙
遊
県
人

也
。
俗
姓
玩
氏
。
於
彼
竜
花
寺
菩
提

院
出
家
。
依
年
旦
ハ戒
。
先
窮
律
部
、

精
講
上
生
。
酬
因
錐
超
於
浄
方
、
達

理
寧
固
於
広
岸
。
因
而
謂
云
、
我
聞

禅
宗
最
上
、
何
必
局
然
而
失
大
理
。

遂
乃
擁
義
参
尋
。
初
見
鼓
山
・長
慶
・

安
国
、
未
湊
機
縁
。
以
登
保
福
之

門
、
頓
息
他
遊
之
路
。
後
因
一
日
、

保
福
忽
然
入
殿
、
見
仏
、
乃
挙
手
。

師
便
問
、
仏
挙
手
意
作
摩
生
。
保
福

挙
手
而
便
掴
。
保
福
却
問
師
、
汝
道

我
意
作
摩
生
。
師
云
、
和
尚
也
是
横

身
。
保
福
云
、
這

一
概
我
自
挿
取
。

釈
省
澄
。
仙
遊
人
。
姓
院
氏
。
出
家

泉
之
開
元
。
去
遊
呉
楚
、
遍
叩
宗

匠
。
已
而
往
潭
見
保
福
展
。
因
入
殿

次
、
展
指
仏
間
日
、
仏
急
麿
意
作
磨

生
。
師
日
、
和
尚
也
是
横
身
。
展

日
、
一
概
我
自
収
取
。
師
日
、
和
尚

非
惟
横
身
。
展
然
之
。
遂
為
其
嗣
。

梁
天
成
間
、
刺
史
王
延
彬
、
造
千
仏

院
、
致
師
住
持
。
十
余
年
、
足
不
喩

泉
。
晋
開
運
初
、
黄
紹
頗
守
郡
、
遷

主
招
慶
。
閾
侯
文
進
、
奏
昇
明
覚
師

号
。
未
幾
州
乱
、
招
慶
火
干
兵
。
留

従
効
建
節
清
源
寺
。
其
別
壁
名
南

禅
、
帰
招
慶
業
、
延
師
為
第

一
世
。

法
徒
景
附
、
成
大
法
席
。
宋
興
徐
相

干
時
而
云
、
和
尚
非
唯
是
横
身
。
福

深
奇
之
。
尋
遊
呉
楚
、
遍
歴
水
雲
。

却
旋
招
慶
之
莚
、
堅
秘
竜
渓
之
旨
。

後
以
郡
使
欽
仰
、
請
転
法
輪
。
敬
奏

紫
衣
師
号
浄
修
禅
師
 
。

福
先
招
慶
和
尚
。
保
福
に
嗣
ぐ
。

泉
州
に
在
り
。
師
の
諦
は
省
燈
。
泉

州
仙
遊
県
の
人
な
り
。
俗
姓
は
玩

氏
。
彼
の
竜
花
寺
の
菩
提
院
に
於
て

出
家
す
。
依
年
具
戒
す
。
先
ず
律
部

を
窮
め
、
精
し
く

『
上
生
』
を
講

ず
。
因
に
酬
い
て
浄
方
を
超
ゆ
と
錐

も
、
理
に
達
し
て
寧
ろ
広
岸
を
固
め

ん
や
。
因
り
て
謂
い
て
云
く
、
「我
、

禅
宗
の
最
上
な
る
と
聞
く
、
何
ぞ
必

ず
し
も
局
然
と
し
て
大
理
を
失
わ
ん

ま
と

や
」
。
遂

に
乃
ち
義
を
擁

い
参

尋
す
。

初

め
鼓
山

・
長
慶

・
安
国

に
見
ゆ
る

い
た

も
、
未
だ
機
縁
に
湊
ら
ず
。
以
て
保

福
の
門
に
登
り
、
頓
に
他
遊
の
路
を

息
む
。
後
に
因
み
に
一
日
、
保
福
、

忽
然
と
殿
に
入
り
、
仏
を
見
て
、
乃

ち
手
を
挙
ぐ
。
師
、
便
ち
問
う
、
「仏

に
手
を
挙
ぐ
意
作
摩
生
」
。保
福
、

為
藩
表
聞
。
太
祖
嘉
之
、
賜
真
覚
師

号
。
開
宝
五
年
、
遷
化
、
塔
号
瑞

光
。釈

省
燈
、
仙
遊
の
人
。
姓
は
玩

氏
。
泉
の
開
元
に
出
家
す
。
去
り
て

呉
楚
に
遊
び
、
遍
く
宗
匠
を
叩
く
。

已
に
し
て
潭
に
往
き
て
保
福
展
に
見

お
り

ゆ
。
因

み
に
殿
に
入
る
次
、

展
、

仏

を
指

し
て
問

う

て

曰
く
、

「仏

急
麿

の
意
作
磨

生
」
。
師

曰
く
、

「
和

尚
も

也
た
是

れ
身

を
横
た
う
」
。
展

曰
く
、

「
一
楓
、

我
、

自

ら
収
取

せ

り
」
。

師

曰
く
、

「
和
尚

は
惟
だ

身

を

横

た

う
の
み
に
あ

ら
ず
」
。
展
、

之

を

然

り
と
す
。

遂

に
其

の
嗣

と
為

る
。
梁

の
天
成

の
間

(
九
二
六
-

九

三
〇
)
、

刺
史

王
延
彬
、

千
仏
院
を
造
り
、

師

を
致

し
て
住
持

せ
し
む
。

十
余
年
、

足
、

泉
を
瞼
え
ず
。
晋

の
開
運

(九

四

四
-

九

四

六
)

の
初

め
、

黄

紹

頗
、

郡
を
守
り
、

遷
し
て
招

慶
を
主

ら
し
む
。
…閾
侯
文
進
、
奏

し

て
明
覚

『
泉
州
開
元
寺
志
』

の
招
慶
省
僚

の
伝

に

つ
い
て

(
石

井
)
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『
泉
州
開

元
寺

志
』

の
招
慶

省
燈

の
伝
に

つ
い
て

(
石

井
)

手
を
挙
げ
て
便

ち
掴

っ
。
保

福
、

却

て
師

に
問

う
、
「
汝
、

道

え
、
我

が

意
作
摩

生
」
。"師

云
く
、

「
和
尚
も
也

た
是
れ
身

を
横

た
う
」
。
保
福

云
く
、

「這

の

一
楓
、

我

れ
自

ら
挿

取

せ

お
い

り
」
。
時
に
干
て
云
く
、
「和
尚
は
唯

だ
是
れ
身
を
横
た
う
の
み
に
あ
ら

ず
」
。福
、
深
く
之
を
奇
と
す
。
尋

い
で
呉
楚
に
遊
び
、
遍
く
水
雲
を
歴

た
り
。
招
慶
の
鑓
に
却
旋
し
、
堅
く

の

ち

竜
渓
の
旨
を
秘
す
。
後
以
に
郡
使
、

欽
仰
し
て
、
法
輪
を
転
ぜ
ん
こ
と
を

請
う
。
敬
い
て
紫
衣
と
師
号
の
浄
修

禅
師
を
奏
す
。(w

ー
二
一
-
二
二
)

の
師
号
を
昇
ら
し
む
。
未
だ
…幾
く
な

ら
ざ
る
に
、
州
乱
れ
、
招
慶
、
兵
に

火
く
。
留
従
効
、
節
を
清
源
寺
に
建

つ
。
其
の
別
壁
、
南
禅
と
名
づ
け
、

招
慶
の
業
に
帰
し
、
師
を
延
い
て
第

一
世
と
為
す
。
法
徒
景
附
し
、
大
法

席
と
成
る
。
宋
興
り
、
徐
相
、
藩
と

為
り
表
聞
す
。
太
祖
之
を
嘉
し
、
真

覚
の
師
号
を
賜
う
。
開
宝
五
年

(九

七
二
)
、遷
化
す
。
塔
を
瑞
光
と
号

す
。

(
二
六
丁
右
左
)

誰
は
省
澄

と
い
う
。
『
祖
堂
集
』
の
版
本
は
、
「澄
」
が

「澄
」
に
み

え
る
が
、
元
来

「澄
」
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ

る
。
『
伝
燈
録
』
巻
二
二

も
省
燈
と
な

っ
て
い
る
。
問
題
は
、
『
祖
堂
集
』
の
序
文
に
、
「
泉
州
招

慶
寺
主
浄
修
禅
師
文
澄
述
」
と
あ

っ
て
、
文
澄
と
別
誰
ら
し
き
も
の
が

伝

っ
て
い
る

℃
と
で
あ
る
。
他
に
見
ら
れ
ぬ

「文
燈
」

の
譲
は
、
現
段

階
で
は
、
筆
者
は
高
麗
高
宗

の
三
二
年

(
一
二
四
五
)
の
開
版
時

に
お

い
て

「省
」
が

「文
」
に
誤
刻
さ
れ
た
も
の
と
考
え
、
別
に

「文
燈
」

の
誰
が
あ

っ
た
訳
で
は
な
い
と
思
う
。

賜
号
に
つ
い
て
は
、
三

つ
知
ら

れ
、
朱
文
進

の
奏
上
し
た
明
覚
大

師
、
宋
の
太
祖
に
賜
わ

っ
た
真
覚
大
師
、

お
よ
び

『
祖
堂
集
』
に
四
六

ヵ
所
み
ら
れ
る
浄
修
禅
師
で
あ
る
。
浄
修
禅
師

の
賜
号
は
、
留
従
効
の

奏
上
に
な
る
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
後
述

し
た
い
。
明
覚
大
師

に

つ
い
て
は
、
『
泉
州
千
仏
新
著
諸
祖
師
碩
』
に

「後
招
慶
明
覚
大
師

述
」
と
み
え
、
真
覚
大
師
に
つ
い
て
は
、
『
伝
燈
録
』
巻
二
九
に

「
招

慶
真
覚
大
師
頗
」
と
あ
り
、
ま
た

『
羅
湖
野
録
』
巻
下
の
汝
陽
広
慧
麺

禅
師
の
行
状
に
み
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
雪
峰
義
存

や
そ
の
法
嗣
の
竜
華
霊
照
も
真
覚
と
賜
号
さ
れ
て
い
る
が
、
『
祖
堂
集
』

に
み
え
る
四
カ
所
の
真
覚
大
師
は
、
省
燈

で
な
く
、
義
存
と
霊
照
の
こ

と
で
あ
る
。

げ
ん

省
燈
は
、
泉
州
仙
遊
県
の
玩
氏
に
生
ま
れ
た
。

雪
峰
門
下
の
報
恩
懐

岳
、
安
国
弘
蒲
と
同
郷
で
あ
る
。
仙
遊
県
の
西
の
竜
花
寺
の
菩
提
院
で

出
家
し
た
。
二
〇
歳
に
な

っ
て
、
具
足
戒
を
受

け
た
。
『
寺
志
』
は
、

泉
州
開
元
寺
で
出
家
し
た
と
す
る
。
『
寺
志
』
に

は
、
支
院

に
菩
提
院

を
伝
え
る
が
、
出
家
は

『
祖
堂
集
』

の
い
う
よ
う

に
故
郷

の
仙
遊
県
と

思
わ
れ
、
あ
る
い
は
受
戒
が
泉
州

の
開
元
寺
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
oま

ず
、
律
部
を
研
鑛
し
、
『
弥
勒
上
生
経
』
を
精
細
に
講

じ
た
が
、

枝
葉
末
節
に
と
ら
わ
れ
て
根
本
を
見
失

っ
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
、
教

学
を
捨
て
て
禅
門
を
敲
い
た
。
鼓
山

・
長
慶

・
安
国
に
参
じ
た
と

『祖

堂
集
』
に
あ
る
が
、
柳
田
教
授

が
分
析

さ
れ
る

よ
う
に
、
鼓
山
神
曼
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(八
六
三
ー
九
三
九
)
、長
慶
慧
稜

(
八
五
四
i
九
三
二
)
、玄
沙
師
備

(
八

三
五
ー
九
〇
八
)
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
『
玄
沙
広
録
』
に
省
澄
.
 
の
名

が

み
え
る
こ
と
か
ら
、
省
燈
が
玄
沙
に
参
じ
た

こ
と
は
確

か
で
あ
る
。

『
淳
煕
三
山
志
』
巻
三
八
に
よ
る
と
、
福
州
懐
安
県
忠
信
里
に
安
国
院

は
あ
り
、
会
昌
の
破
仏
で
廃
.
 
れ

て
い
た
寺
を
、
乾
寧
二
年

(
八
九
五
)

に
忠
整
王
王
審
知
が
復
興
し
、
光
化

の
初
め

(八
九
八
)
に
、
師
備
を

雪
峰
か
ら
迎
え
て
住
持
さ
せ
た
と
伝

え
る
。
玄
沙
寺

は
、
『
三
山
志
』

に
よ
れ
ば
、

賢
沙
寺
と
も
よ
び
、
宗

一
禅
師
の
塔
院
で
、
同
県
の
懐
賢

里
の
昇
山
の
下
に
あ
り
、
開
平
元
年

(九
〇
七
)
に
建

て
ら
れ
た
。
師

備
は
翌
年
の

一
一
月
二
八
日
に
示
寂
し
て
い
る
。

玄
沙
と
省
燈
と
の
出
合
い
か
ら
、
省
澄

の
お
よ
そ
の
生
年
を
推
測
し

て
お
き
た
い
。
依
年
具
戒
後
に
玄
沙
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
玄
沙

が
示
寂
し
た
開
平
二
年
が
省
燈

の
何
歳

の
時
に
あ
た
る

の
で
あ
ろ
う

か
。
省
燈
は

『
弥
勒
上
生
経
』
を
講
ず
る
ま
で
に
な

っ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
二
〇
歳

の
時
に
玄
沙
に
あ

っ
た
の
で
は
な
く
、
何
年

か
を
過

ぎ

て
、
玄
沙
に
投
じ
、
そ
の
後
に
玄
沙
が
示
寂
す
る
。
そ
の
示
寂

の
年
を

仮
に
省
燈

の
二
五
歳
と
す
る
と
生
年
は
中
和
四
年

(八
八
四
)
と
な
る
。

『
泉
州
開
元
寺
志
』
で
は
、
省
燈
の
寂
年
を
開
宝
五
年
と
い
う
か
ら
、

省
燈
が
八
九
歳
で
示
寂
し
た
こ
と
に
な
り
、
お
よ
そ
八
八
四
ー
九
七
二

年
の

一
生
と
な
る
。

三
人
の
下
で
は
機
縁
か
な
わ
ず
、
最
後
に
参
じ
た
の
が
、
保
福
従
展

で
あ
る
。
従
展
の
伝
も
細
か
な
行
状
は
不
明
で
あ
る
が
、
省
澄
が
三
四

歳
の
貞
明
三
年

(九
一
七
)
頃
に
、
潭
州
保
福
院

に
住
し
て
い
た
従
展

を
尋
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
展

の
下
で
、
他
遊
す
る
こ
と
を
や
め
、
や

が
て
法
を
嗣
ぐ
こ
と
に
な
る
。

省
澄

の
初
開
堂
に
至
る
状
況

を

『
寺
志
』
は
伝

え
て
い
な

い
が
、

『
祖
堂
集
』
の
次
の
記
事
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

尋
い
で
呉
楚
に
遊
び
、
遍
く
水
雲
を
歴
た
り
。
招
慶
の
莚
に
却
旋
し
、
堅
く

竜
渓
の
旨
を
秘
す
。

(
W
ー
二
二
)

保
福
従
展
の
下
を
去

っ
た
省
燈
は
、
呉
楚

の
間
に
遊
山
し
た
の
で
あ

る
。
や
が
て
再
び
招
慶
に
戻

っ
て
来
て
、
保
福
の
嗣
法
を
明
ら
か
に
し

た
の
で
あ
る
。
竜
渓
と
は
、
潭
州
竜
渓
県

の
こ
と
で
、

こ
こ
で
は
潭
州

保
福
院
従
展
を
さ
し
て
い
る
。
そ
の
嗣
法
を
明
ら
か
に
し
た
場
所
は
ど

こ
か
。
そ
れ
は
か
つ
て
慧
稜
に
参
じ
た
招
慶
院
で
あ
る
。
初
開
堂
の
記

録
は
、
先
に
紹
介
し
た

『
祖
堂
集
』
の
文
に
つ
づ
い
て
存
し
、
そ
の
中

に
注
目
す
べ
き
問
答
も
残

っ
て
い
る
。

し
ば

ら

の

ち

師
、
初
開
堂
の
日
、
座
に
昇
り
て
頃
間
く
し
て
云
く
、
「大
衆
、
向
後
に
別

処
に
到
り
、
道
伴
に
遇
わ
ば
、
作
摩
生
か
他
に
挙
似
せ
ん
。
若
し
挙
得
す
る

こ
と
有
ら
ば
、
試
み
に
衆
に
対
し
て
挙
し
看
よ
。
若
し
挙
得
せ
ば
、
上
祖
に

享
負
す
る
こ
と
を
免
れ
、亦
た
後
来
を
埋
没
す
る
こ
と
を
免
る
。
古
人
道
く
、

『心
、
君
子
に
通
ぜ
ば
、
文
外
に
相
見
す
』
と
。
還
た
這
介
有
り
や
。
況
や

是
れ
曹
渓
門
下
の
子
孫
、
作
摩
生
か
理
論
す
べ
く
、
作
摩
生
か
提
唱
す
べ
し
。

若
し
問
わ
ん
と
欲
せ
ば
、
宗
乗
中
に
置
問
し
来
た
れ
」
。時
に
人
有
り
て
始

と

め
て
云
く
、
「
和
尚

に
諮
う
」
。
師

云
く
、
「
白
雲
千

里
万

里
」
。
学
云
く
、
「
承

『
泉
州
開
元
寺
志
』

の
招
慶
省

燈

の
伝

に
つ
い
て

(
石

井
)
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『
泉
州
開
元
寺
志
』

の
招
慶
省
僚

の
伝

に
つ
い
て

(
石

井
)

る

に
和
尚
言
え

る

こ

と
有

り
、

『
宗
乗
中

に
置
問

し
来

た

れ
』

と
。
請

う

和
尚
、

答
え
よ
L
。
師

云
く
、

「
与
摩

に
也
た
在

る
べ
し
」
。
問

う
、

「昔

日
、

覚
城

の
東
際

に
、
象
王
、

廻
旋
す
。

今

日
、
閾
領

の
南

方
に
、

如
何
が
提
接

ひ
ら

す
」
。師
云
く
、
「会
す
や
」
。僧
云
く
、
「与
摩
な
ら
ば
則
ち
一
機
啓
く
処
、

四
句
追
い
難
し
。
未
だ
委
し
く
せ
ず
、
従
上
の
宗
乗
、
什
摩
辺
の
事
を
成
得

す
や
」
。
師
云
く
、
「退
後
礼
拝
し
、
衆
に
随
い
て
上
下
せ
よ
」
。問
う
、
「昔

日
、
霊
山
の
会
、
匿
王
、
仏
を
請
す
。
今
日
、
招
慶
、
太
尉
、
師
を
迎
う
。

人
天
、
坐
隅
に
交
接
す
。
至
理
、
願
く
は
開
演
を
垂
れ
ん
こ
と
を
」
。師
云

こ

く
、

「
者

の
問
を
屈
著
す

る
こ
と
莫
き
や
」
。
僧
云
く
、

「
与
摩
な

ら

ば

則

ち

の

慈
舟
已
に
駕
れ
り
、
苦
海
、
何
ぞ
憂
え
ん
」
。師
云
く
、
「不
敢
」
。問
う
、

「昔
日
、
梵
王
、
仏
を
請
す
。
蓋
し
奉
法
の
心
が
為
な
り
。
今
日
、
太
尉
、

莚
に
臨
む
。
如
何
が
極
済
せ
ん
」
。師
云
く
、
「是
れ
抵
済
せ
ざ
る
に
あ
ら

す

で

ず
、
還
た
肯
う
や
」
。学
云
く
、
「既
然
に
此
の
如
く
な
ら
ば
、
今
日
の

一

会
、
当
に
何
人
の
為
な
る
べ
し
」
。師
云
く
、
「老
兄
の
為
な
ら
ず
」
。僧
云

く
、
「什
摩
人
の
為
な
る
や
」
。師
云
く
、
「却
て
老
兄
の
為
な
り
」
。

(
y
i
二
二
-
二
四
)

省
燈

の
初
開
堂

の
場
所
が
招
慶
院
で
あ
る

こ
と
は
確
実

で
あ
る
。

『
寺
志
』
に
は
初
住
の
場
所
を
招
慶
院
と
記
録
せ
ず
、
天
成

の
間

(九

二
六
-
九
三
〇
)
に
千
仏
院
に
住
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
ゆ
え
に

千
仏
院
に
住
持
す
る
に
当
り
、
招
慶
院
で
開
堂
し
た
と
解
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

宋
代
の
語
録
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
出
世
道
場
と
開
堂
法
語
や

受
請
上
堂
が
行
な
わ
れ
る
場
所
が
異
る
こ
と
は
、
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。

し
か
し
、
筆
者
が
、
『
祖
堂
集
』
の
記
事
に
注
目
し
た
の
は
、

招
慶
院
で
初
開
堂
し
た
こ
と
は
、
同
時
に
招
慶
院

に
住
持
し
た

こ
と
を

意
味
す
る
も
の
と
推
測
す
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
推
測
は
、
従
来
言
わ
れ
て
来

た
招
慶
慧
稜

の
法
嗣

の
道
匡
が
師
の
招
慶
院
の
後
席
を
継

い
だ
と
す

る
説
に
た
っ
か
ぎ
り
成

立
し
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
『
伝
燈
録
』
巻

二

一
に
次

の
よ
う
に

伝
え
て
い
る
。

泉
州
招
慶
院
道
匡
禅
師
は
、
潮
州
の
人
な
り
。
稜
和
尚
の
始
め
て
招
慶
に
居

せ
し
よ
り
、
師
、
乃
ち
入
室
参
侍
す
。
稜
和
尚
の
召
さ
れ
て
長
楽
府
に
入
り

お
よ

て
、
化
を
西
院
に
盛
ん
に
す
る
に
豊
ん
で
、
師
、
踵
を
継
い
で
招
慶
に
住

も
と

す
。
学
衆
、
故
の
如
し
。
(四
部
叢
刊
本
-

一
〇
丁
左
)

果
し
て
こ
の
記
事
は
、
そ
の
ま
ま
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
か
。
筆
者
は
、
こ
の
記
事
は
す
で
に
招
慶
と
呼
ば
れ
る
省
澄
と
道
匡

と
の
混
同
が
存
す
る
と
考
え

る
。
柳
田
教
授

は
、
『
伝
燈
録
』
巻
二
二

の
保
福
下

の

「泉
州
後
招
慶
和
尚
」
と
は
、
「
泉
州
招
慶
省
燈
禅
師
」

の
別
出
で
あ
る
と
い
う
混
同
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
『
伝
燈
録
』
が

「招
慶
」
と
呼
ぶ
寺
や
人
に
は
、
混
乱
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
招
慶
院

は
、
『伝
燈
録
』
巻

一
八

の
慧
稜
章

や

『
泉
州

府
志
』
巻
二
四

に
よ
れ
ば
、

天
祐
三
年

(九
〇
六
)
に
、
泉
州
刺
史
王

延
彬
が
創
建
し
て
、
慧
稜
を
開
山
に
迎
え
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
と
言
わ

れ
る
。
『
淳
熈
三
山
志
』
巻
二

一
と
巻
三
四
に
よ

れ
ば
、
慧
稜
が
泉
州

招
慶
院
よ
り
福
州
候
官
県
永
欽
里
の
恰
山
の
西
院

(長
慶
院
、
西
禅
寺
と

も
い
う
)
に
移

っ
た
の
は
、
天
成
二
年

(九
二
七
)
一
〇
月
の
こ
と
で
あ
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る
。
そ
の
間
、
省
燈
は
慧
稜
の
指
導
を
受
け
、
保
福
従
展
に
嗣
法
後
に

遊
山
し
て
、
再
び
招
慶
院
に
帰

っ
て
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
つ
招
慶

院
に
帰

っ
た
か
は
、
定
か
で
は
な
い
が
、
慧
稜
が
西
院
に
移
る
以
前
で

あ
っ
て
、
慧
稜
が
西
院
に
移

っ
た
後
に
、
招
慶
院

の
後
席
を

つ
い
で
住

持
し
た
の
が
省
澄
で
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
。
『
祖
堂
集
』
に

「招
慶

の

錘
に
却
旋

し
、
堅
く
竜
渓
の
旨
を
秘
す
」
と
あ
る
意
味
は
、
そ
の
よ
う

に
理
解
し
て
は
じ
め
て
通
じ
よ
う
。

そ
の
時

の
開
堂
の
記
録
が
、
先
に

紹
介
し
た
よ
う
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

省
澄

の
初
住
過
程
を
先
に
決
定
し
た

の
は
、
『祖
堂
集
』
巻

=
二
の

道
匡
章
が
、
『
伝
燈
録
』
の
記
事
と
大
き
な
違
い
を
示
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

招
慶
和
尚
。
長
慶
に
嗣
ぐ
。
泉
州
に
在
り
。
師
、
誰
は
道
匡
、
漢
国
潮
州
の

人
な
り
。
姓
は
李
な
り
。
閲
に
入
り
て
恰
山
に
参
見
し
、
密
に
心
源
に
契

の

ち

う
。
後
以
に
泉
州
王
太
尉
、
請
う
て
法
輪
を
転
ぜ
し
む
。
閾
王
、
紫
と
号
の

法
因
大
師
を
賜
う
。
(w
ー

一
)

道
匡
が
慧
稜
に
参
じ
た
の
は
、
泉
州

の
招
慶
院
で
は
な
く
、
福
州
の

恰
山
西
院

で
あ

っ
た
。
ゆ
え
に
、
道
匡
は
、
慧
稜
が
恰
山
西
院
に
移

っ

て
す
ぐ
に
泉
州
招
慶
院
に
住
し
た
の
で
は
な
く
、
道
匡
の
前
に
慧
稜
の

あ
と
を

つ
い
で
招
慶
院
に
住
持
し
た
人
が
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
の

で
あ
る
。
そ
れ
が
省
澄
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

今

一
つ
先
の
推
測
を
進
め
る
上
に
お
い
て
明
確
で
な
か
っ
た
の
は
、

王
延
彬
の
没
年
問
題

で
あ
る
。
王
延
彬
は
、
武
粛
王
王
審
郵

(
?
ー
九

〇
三
)
の
長
子
で
、
父
の
後
に
泉
州
刺
史
に
な
り
、
泉
州

の
仏
教
保
護

を
し
た
人
で
あ
る
。
審
郵
の
弟

の
忠
驚
王
王
審
知

(
八
六
ニ
ー
九
二
五
)

は
、
閾
の
仏
教
保
護
を
し
た
人

と
し

て
名
高

い
。
王
延
彬

の
伝

は
、

『
十
国
春
秋
』
巻
九
四

に
あ
る
。
た
だ
、
貞
明
六
年

(九
二
〇
)
に
僧

浩
源
に
唆
さ
れ
て
王
位
を
ね
ら
い
、
そ
の
事
が
発
覚
し
て
王
審
知
よ
り

泉
州
刺
史
を
や
め
さ
せ
ら
れ
て
後
に
、
ど
れ
程
生
存
し
て
い
た
か
が
不

明
で
あ

っ
た
。
特
に

『
十
国
春
秋
』
巻
九
四
の

「
延
彬
再
任
泉
州
、
前

後
二
十
六
年
。

一
云
十
七
年
」
を
ど
の
よ
う
に
解

す
る
の
か
は
不
明
で

あ

っ
た
。
今
、

そ
の
詳
細
な
没
年
の
検
討
は
控
え
る
が
、
結
論
を
い
え

ば
、
泉
州
刺
史
の
再
任

と
は
、
王
審
知
没
後

に

天
成
元
年

(九
二
六
)

に
即
位
し
た
恵
宗
王
延
鉤

(鱗
)
の
時
で
あ
り
、

延
彬
の
子

の
継
崇
が

長
興
元
年

(九
三
〇
)
に
泉
州
刺
史
と
な
る
前
ま

で
生
存
し

て
い
た
と

考
え
る
。
『
泉
州
開
元
寺
志
』
に
は
、
そ
の
間
の
生
存
を
伝

え
る
記
事

が
多
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

省
燈
を
招
慶
院
に
招
い
た
太
尉
と
は
誰
か
。

検
校
太
尉
で
あ

っ
た
王

延
彬
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
祖
堂
集
』
に
み
ら
れ

る
泉

州
王
太
尉
の
語
の
用
例
か
ら
も
、
王
延
彬
と
考

え
ら
れ
る
。

そ
れ
で

は
、
省
澄
の
招
慶
院
に
住
し
た
時
期
は
い
つ
か
。

先
に
推
測
す
る
よ
う

に
、
慧
稜
が
天
成
二
年
に
恰
山
に
招
か
れ
て
後

の
こ
と
と
考
え
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
省
澄
の
招
慶
院
の
住
持
は
わ
ず
か

で
終

っ
た
。

そ
れ
は
、

王
延
彬
が
開
元
寺
内
に
千
仏
院
を
創
建
し
、
省
澄
を
開
山
に
招

い
た
か

『
泉
州
開
元
寺
志
』

の
招
慶
省
燈

の
伝

に

つ
い
て

(
石

井
)
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『
泉
州
開

元
寺

志
』

の
招
慶
省

澄
の
伝

に

つ
い
て

(
石

井
)

ら
に
外
な
ら
な
い
。
千
仏
院
に
住
持
す
る
こ
と

一
〇
年
以
上
に
及
ん
だ
、

の
で
あ
り
、
開
運
元
年

(九
四
四
)
に
再
び
招
慶
院
に
住
す
る
ま
で
、

こ
こ
で
活
躍

す
る
。
『
寺
志
』
で
は
、
千
仏
院

の
住
持
を
天
成

の
間

(九
二
六
-
九
三
〇
)
と
す

る
の
で
、
天
成
四
年

(九
二
九
)
頃

の
住
持

と
い
え
よ
う
。
千
仏
院
に
省
燈
を
招
い
た
王
延
彬
は
、
招
慶
院
に
道
匡

を
迎
え
、
す
ぐ
に
没
す
る
が
、
宗
教
政
策
は
、
そ
の
子
の
王
継
崇
に
承

け
継
が
れ
る
。
省
燈
の

『
泉
州
千
仏
新
著
諸
祖
師
頗
』
の
撰
述
も
こ
の

時

の
こ
と
で
あ
る
。
泉
州
開
元
寺
は
、
粛
清
門
の
外
、
唐

の
城
西
門
の

外
に
あ

っ
た
も
の
で
、
現
在
も
存
し
て
い
る
。
そ
の
創
建
は
、
垂
挨
二

年

(
六
八
六
)
に
、
郡
儒
黄
守
恭
が
、
桑
の
樹

に
白
蓮
花
が
生
ず

る

の

を
不
思
議

に
感
じ
、
邸
宅
を
寄
捨
し
て
、
蓮
花
寺
と
名
づ
け
、
匡
護
を

開
山
と
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
省
澄
を
白
蓮

と
呼

ぶ
例

が

『
祖
堂

集
』
に
み
え
る
の
も
、
省
燈
が

開
元
寺
の
支
院
の
千
仏
院
に
住
し
た
こ

と
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。
『
祖
堂
集
』

の
成
立
は
、
さ
ら
に
後

の
こ
と

に
な
る
が
、
基
づ
く
原
曲
ハ蒐
集
作
業
や
そ
の
保
管
は
、
こ
の
時
期
が
重

要
と
思
わ
れ
る
。
後
に
述

べ
る
よ
う
に
、
招
慶
院
は
、
兵
火
で
焼
失
し

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

『
寺
志
』
で
は
じ
め
て
明
確
に
な

っ
た
も
の
に
、
省
澄

の
開
運
元
年

(九
四
四
)
の
招
慶
院
の
住
持
が
あ
る
。
開
運
元
年

は
、
泉
州

の
歴
史

の
中
で
も
大
事
件

の
あ

っ
た
年
で
あ
る
。
三
月

コ
ニ
日
、
朱
文
進
ら
の

手
に
よ
っ
て
、
王
延
義
は
殺

さ
れ
た
。
朱
文
進

は
、
自

ら
閾
王
と
称

し
、
羽
林
統
軍
使
黄
紹
頗
を
泉
州
刺
史
と
し
た
の
で
あ
る
。
泉
州
刺
史

の
黄
紹
頗
が
省
澄
を
招
慶
院
に
招
き
、
朱
文
進

が
明
覚
大
師
の
師
号
を

奏
上
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時

の
泉
州

は
、
少
し
の
間
も
安
定

す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

一
一
月

に
は
、
留
従
効

は
、
同
志

と
は
か

り
《
黄
紹
頗
の
首
を
斬
り
、
王
氏

の
復
興
を
ね
が
い
、
や
が
て
朱
文
進

の
兵
と
戦
い
、
閏

一
二
月
朱
文
進
ら
が
斬
り
殺
さ
れ
て
、
そ
の
戦
乱
は

終
結
し
た
。
慧
稜
が
住
し
た
招
慶
院
は
、

こ
の
戦
い
の
中
で
、
焼
失
し

て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
省
澄

の
住
持

は
、
わ
ず
か
九
カ
月

で
招
慶
院
を
失

っ
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
閾
は
亡
び
、
南
唐
保
大
四
年

(九
四
六
)
、
留
従
効
は
、
泉
州

刺
史
と
な
り
、
泉
州
は
南
唐
に
属
す

る
こ
と
に

な
る
。

こ
の
留
従
効

が
、
別
塁
の
南
園
を
南
禅
寺
と
し
、
そ
の
寺
を
招
慶
院
と
し
て
再
興
し

た
。

そ
の
場
所
こ
そ
、
『祖
堂
集
』
が
編
集
さ
れ
た
招
慶
院

で
あ
り
、

そ
の
第

一
世
に
省
燈
が
迎
え
ら
れ
た

の
で
あ

る
。
『
祖
堂
集
』
に

「福

先
招
慶
和
尚
」
と
し
て
立
伝
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
想
像
す
る
と
、

再
興
し
た
寺
を

「福
先
招
慶
院
」
と
呼
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
今
、

一
度
、
確
認
す
る
な
ら
ば
、
慧
稜
が
開
山
で
あ

っ
た
招
慶
院

と
、
『祖
堂
集
』
の
編
集
さ
れ
た
招
慶
院

と
は
、

別
処

で
あ

っ
て
、
再

興
の
意
図
か
ら
い
え
ば
、
先
の
招
慶
院
を
承
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

再
興
さ
れ
た
招
慶
院
は
、
さ
ら
に
承
天
寺
と
改

め
ら
れ
た
。
『
泉
州
府

志
』
巻
二
四
の

「承
天
寺
」
の
項
は
次
の
よ
う

に
整
理
さ
れ
て
い
る
o

承
天
寺
は
崇
陽
門
内
の
東
南
に
在
り
。
唐
の
天
祐
中

(九
〇
四
-
九
〇
七
)
、

王
延
彬
、
始
め
て
福
先
招
慶
院
を
北
山
に
創
む
。
後
に
兵
に
綴
か
る
。
留
那
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公
従
効
、
乃
ち
別
塁
の
南
園
を
以
て
寺
と
為
し
南
禅
と
号
す
。
田
庄
九
百
石

を
捨
て
て
併
せ
て
招
慶
の
業
を
以
て
焉
に
帰
す
つ
宋
の
景
徳
の
間

(
一
〇
〇

や

四
-
一
〇
〇
七
)
、賜
り
て
承
天
と
名
つ
く
。
元
末
の
兵
、
火
き
、
存
す
る

者
有
る
こ
と
鮮
し
。
(
一
八
丁
右
左
)

『
祖
堂
集
』
は
、
保
大

一
〇
年

(九
五
二
)
に
編
集

さ
れ
た
。

そ
の

編
集
の
場
所
の
招
慶
院
は
、

お
そ
ら
く
当
時
、
福
先
招
慶
院
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
従
来
、
招
慶
院
が
混
同
さ
れ
て
来
た
の
も
、
複
雑
な
再
興
問

題
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
り
、

そ
の
点
は
こ
こ
に
明
確
に
な
っ
て
き
た
。

『
祖
堂
集
』
の
成
立
時
、
省
澄
は
、
六
九
歳
で
あ

っ
た
。

今
、

一
っ
、
確
か
に
し
て
お
き
た
い
こ
と

は
、
『祖
堂
集
』
の
省
燈

の
行
状
の
最
後

の
文

で
あ
る
。

の

ち

後
以
に
郡
使
、
欽
仰
し
て
、
法
輪
を
転
ぜ
ん
こ
と
を
請
う
。
敬
い
て
紫
衣
と

師
号
の
浄
修
禅
師
を
奏
す
。
(
M
i
二
二
)

『
祖
堂
集
』
に
は
、
四
六
ヵ
所
に
「
浄
修
禅
師
」
の
号
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
省
澄
は
、
開
運
元
年

(九
四
四
)
に
賜
わ

っ
た
明
覚
大
師
の
号
が

あ

っ
た
。
『
泉
州
千
仏
新
著
諸
祖
師
頽
』
に
は
、
明
覚
大
師
述
と
あ
る
。

こ
の
頗
を

『
祖
堂
集
』
に
引
用
す
る
場
合
は
、
浄
修
禅
師
の
作
と
し
て

引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
浄
修
禅
師
の
号
を
奏
上
し
た
郡
使
と

は
、

一
体
だ
れ
で
あ
ろ
う
か
。
柳
田
聖
山
教
授
の
編
に
な
る

『
祖
堂
集

索
引
』
三
冊
に
よ
れ
ば
、
「郡
使
」

の
語
は
こ
の
箇
所
に

の
み
使
用
さ

れ
た
特
殊
な
語
で
あ
る
。
『
祖
堂
集
』
が
編
集
さ
れ
た
保
大

一
〇
年

の

泉
州
郡
使
と
は
、
留
従
効
で
あ
る
。
留
従
効
は
、
建
隆
三
年

(九
六
二
)

に
五
七
歳
で
没
す
る
ま
で
、
保
大
四
年
よ
り
郡
使

を
つ
と
め
て
い
た
。

省
澄
章

に
は
、
『
祖
堂
集
』
の
成
立
に
最
も
外
護
を
し
た
時

の
郡
使

の

留
従
効
の
名
が
、
明
確
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
留
従
効
に

よ

っ
て
奏
上
さ
れ
た
師
号
の
浄
修
禅
師

の
名
が
、
頻
出
す

る

の
も
、

『
祖
堂
集
』
の
成
立
す
る
時
と
場
所
を
考
え
れ
ば
当
然

の
こ
と
で
あ

っ

た
。
千
仏
院
の
明
覚
大
師
の

『
頗
』
か
ら
招
慶
院

の
浄
修
禅
師
の

『祖

堂
集
』

へ
の
師
号
の
順
序
は
、
逆
で
は
あ
り
え
な

い
。
し
か
も
、
留
従

効
は
、
泉
州
が
南
唐
の
支
配
下
に
な

っ
て
も
、
閾

の
王
氏
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
質
素
を
旨
と
し
て
い
た
と
、
『
十
国
春
秋
』
巻
九
三

の
伝
は

伝
え
て
い
る
。
王
延
彬
に
よ
る
雪
峰
下
の
保
護
と
留
従
効
に
よ
る
そ
の

継
承
が
あ

っ
て
は
じ
め
て
、
『祖
堂
集
』
の
成
立

が
可
能
で
あ

っ
た
。

省
燈
は
、
『祖
堂
集
』
成
立
以
降
も
留
従
効
と
の
交
流

を
当
然
続
け

た
。
南
唐
も
滅
び
、
宋
が
建
国
さ
れ
て
も
、
徐
鉱

(九
一
七
-
九
九
二
)

の
奏
上
に
よ
り
、
省
澄
は
真
覚
大
師
の
号
を
太
祖
よ
り
賜
わ

っ
た
。
省

燈
が
示
寂
し
た

の
は
、
開
宝
五
年

(九
七
二
)
の
こ
と

で
あ
り
、
塔
号

を
瑞
光
と
言

っ
た
。
推
定
年
齢
で
、
八
九
歳
で
あ
る
。

留
従
効
が
泉
州
刺
史
と
な

っ
た
保
大
四
年
か
ら
数
え
て
、
省
澄
は
二

七
年
間
、
招
慶
院
に
住
し
た
。
『祖
堂
集
』
の
成

立
は
、
六
年
目

で
あ

る
。
初
開
堂
を
推
定
の
ご
と
く
考

え
る
と
、
省
澄

は
前
後
、
四
六
年

間
、
泉
州
で
化
を
振

っ
た
こ
と
に
な
り
、
泉
州

の
禅
風
の

一
翼
を
荷
な

い
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

(
一
九

八
五

・
八

・
二
七
)

(駒
沢
大
学
教
授
)

『
泉
州
開
元
寺
志
』

の
招
慶
省
僚

の
伝

に
つ
い
て

(
石

井
)
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